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抄 録 

看護基礎教育では，看護に必要な知識・技術・態度を養成する．このうち，患者に対する具体的な援

助を「看護技術」と称している．看護基礎教育における看護技術項目は 143 項目あり，そのうち，卒業時

に「単独で実施できる」はずのものは 34 項目，「看護師・教員の指導のもとで実施できる」はずのものは

53 項目である．しかし，卒業後の調査によると，実際には新卒看護師の 7 割以上が入職時に「単独で実

施できる」のは 4 項目のみである．看護技術の授業では，まず，基礎科目や専門基礎科目で学んだ知

識を想起させ，それらを関連付けて理解することが必要であり，既習の知識を統合して看護技術の構造

や根拠を理解し，知識を使って援助内容を判断・実施できるような組み立てが必要である．そのため，教

育内容の改正にあっては，学生が臨床実践能力を習得できるよう，演習を強化する必要性があげられて

いるが，効果的な指導方法についてはまだ開発段階にある．看護技術の習得は学生にとっては，「新し

い動作の学習」である．新しい動作の学習については，スポーツ分野で多く研究されている．看護技術

を習得するプロセスは，新しい運動を獲得し，洗練させ，定着させ，さらに適用していく運動系の学習と

同様である．本稿は，スポーツ分野の研究成果や文献に基づく，スポーツコーチングの技術指導方法を

応用して看護技術を教える可能性について検討した．看護技術を指導する場面では，「新しい動作の

学習」という観点はこれまで持たれていない．看護技術の習得はスポーツ分野の運動の習得とは異なり，

所定のカリキュラム内で必ず身に付けなければならない必要性と時間的制約がある．看護技能の質を維

持するためにも，一定の学習成果が求められるため，具体的・直接的な表現による詳細で的確な指示が

重要である．スポーツの現場で広く用いられている映像を用いた視覚的な指導，アナロゴンを活用し類

似した運動感覚を生かす指導や学習者がすでに有している知識を活用した言語による指導（メタファ

ー）は，看護技術を指導する場面ではまだ一般的には行われていない．しかし，動作がよりイメージしや

すくなり，新しい動作を身近に感じて練習できることから，看護技術の習得においてもスポーツコーチン

グ分野と同様の効果が期待できると推察される． 
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